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男性の子育てと社会環境についての研究 
事例研究に見る男性の子育ての有益性 
前田由美子 
１ はじめに 
従来のわが国の育児は強固な性別分業の慣行により主に女性に委ねられてきた。その社
会慣習とそれを支持する意識のゆえに、子育てに関わる男性の姿は自然なそれとしては、
まだ社会的に十分認知されていない。そのために、当然のように親として子にかかわるこ
との「許されている」女性に比して、男性がかかわるにおいては様々な軋轢と困難が生じ
ている。男性である親たちは、子どもを育てるという当然の権利の行使において、大変な
苦労を強いられているといえよう。 
しかし、男女平等な社会の実現と、少子・高齢社会のかかえる問題の克服のために、さ
まざまな法整備によって社会制度は変化を見せ始めた。数々の国連条約を批准し、性別役
割分業解体にむけた国内法整備は着々と進められている。さらに国や各地方自治体におい
ても行動計画の策定、条例の制定がなされ、男女平等社会の実現に向けた具体的な施策展
開は確実に進んできた。これらの社会的法整備の影響は、男性の育児を当然の行為として
社会が認識することを促進し、男性が子育てに十分かかわり、家族と多くの生活時間を共
有することが当然の権利となることを期待させる。 
それでは、これらの社会的法整備を受けて、子育てにかかわる男性たちの状況には変化
は生じているのだろうか。「育児休業法」の成立からはすでに 10 年以上が経過している。
しかし、男性による育児休業取得が増加し、一般に定着してきたという声は聞かない。取
得者による育児休業体験を綴る文献の出版もみられるが（脇田ほか：2000）、彼らのような
父親像はまだ一般的とはいえない１。多くの場合、職場環境が恵まれた状況にあったり、男
性が育児することの意義をすでに見出していたり、育児をとりまく社会環境の問題性を理
解している男性の報告である。近年の経済不況の中、企業の存続は危機的状況にあり、一
般的な男性労働者の労働時間は長くなり、休暇等の権利行使は難しくなっている２。家族的
責任をはたすという人間として当然の権利の行使にはまだまだ大きな困難がある（「男も女
も育児時間を！」連絡会 家事プロジェクト：2003）。 
そこで、筆者はこうした状況の中で、まだ「一般化されていない男性の育児」を実行し
ている「無名の」父親たちの実態に焦点をあてた。そのために、そういった父親たちを対
象にインタヴュー調査を実施した。ただし、今回の調査対象者は育児休業取得者ではない。
彼らは特に休暇を取りやすい企業に勤務しているわけでもなく、上述のような厳しい労働
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を日々こなしつつ育児している。また、子育てに特別意欲的な主義主張をもつ「スーパー
パパ」でもない。子ども好きという面はあるとしても、妻と共働きを続けながら、暮らし
のために自分のできることをやっているという父親である。仕事に没頭する他の多くの父
親に比べれば、子育てに積極的であるとはいえるが、特にその生活ぶりを綴って出版する
ような華々しい事例ではない。われわれの周囲によく見られる、困難をかかえる現場の報
告である。それだけに、これらの事例から普通の父親たちがどうしたらより子育てにかか
わるようになるかを読み取ることはできる。この調査からえた知見が、ごく一般的な男性
の育児を促進し、それを当然の権利と認知する社会を実現するための一つの具体的方策に
なればと思っている。 
 
２ 本稿における研究目的 
筆者はこれまでの男性の親機能研究（以下、父親研究）において、先行研究の把握・整
理を行い、今後の研究課題として、①育児することの父親自身にとっての有益性が社会的
合意となる必要、②子育て支援政策やその研究における父親の主流化の必要、③育児が父
親にとって有益であることの実証研究の必要、を確認した（前田ほか：2003ａ）。そこで、
本稿においてはこれらのうち、③に関連して、育児という営みが男性にいかなる影響をも
つか、その有益性は実際に認められるのか、またその内容とはいかなるものなのかを明ら
かにして行きたい。 
 
３ 調査の概要 
（１）方法 
 今回の調査では、父親としての日々の暮らしの様子、子どもへの気持ち、本人と妻との
関係性、本人の成育暦などについて出来る限り詳細に自由に語ってもらうインタヴュー調
査を実施した。特にこちらで質問を用意するものではなかったが、記憶を呼び起こす必要
から随時質問を導入する半構造化面接を行った。自由に語ってもらうというインタヴュー
形式をとると予め伝えたため、仕事の状況や社会経済の状況など、さまざまな方面に話は
及んだ。「話はそれますけど」ということわりが話の中にたびたびみられ、自由に生き生き
と語る場面があった。これは協力者全員に見られた現象であった。「それた話」の中にも本
人の仕事、家族、地域社会、そして人生に対する想いなど、さまざまな価値観があらわれ
ていて、発言の全てが貴重なデータとなっている。また、家族や本人の両親および成育暦
について十分に語ることは難しいのではないかと当初思われたが、実際には予想以上に多
くのことを語ってくれている。多くの場合、インタヴューを終了しようかという段になっ
ても、一向に話を終えようとしない様子が見られた。 
（２）対象 
 育児の父親への影響を明らかにする必要から、すでに数年にわたって積極的に子どもと
かかわっている父親を対象とした。そうした父親の調査協力を得るべく、今回は学童保育
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所に子どもを預けている父親に協力依頼を行った。学童保育所に子どもを預けている保護
者の場合、共働き家庭のケースが多く（単身親家庭の場合も保育所は利用している）、父親
は育児に比較的よくかかわっている。したがって「育児する暮らし」に慣れ親しんでおり、
そうした生活が与える影響のみられるケースとして彼らは適切であると判断した。加えて、
育児することに対する何らかの意味付けが本人の中で成されていることも期待される。 
 対象の選出においては、①保育所運営を保護者の会によって行っているところ、②保護
者の会の定例会議（月 1回）・総会がもたれているところ、③父親のための活動や親睦の会
がもたれているところを選び出し、書面と電話にて調査依頼を行った。さらに、調査協力
の承諾が得られた保育所に訪問し、定例会・役員会の席で父親研究の趣旨を説明、調査協
力依頼の文書を直接保護者たちに配布した。その後、自主的に協力を申し出てくれた父親
（８名）に、インタヴューを実施した。なお、本研究では彼らの実態をそのまま一般化す
ることは目的としていない。むしろ、個々のケースにおける様々な要素をていねいにすく
い取ることをねらいとしている。 
（３）所要時間・場所 
 インタヴューは2003年 6月から 7月にかけて行った。インタヴュー時間は２時間から４
時間であった。時間の制限はもうけず、本人がほぼ語り尽くしたという反応・感想をあら
わすまで自由に語ってもらった。インタヴューは、プライヴァシーに十分配慮し研究目的
以外に用いないこと、発表に際し本人と特定できる表現は用いないことを約束したうえで
行った。また、その分析に正確さをもたせるため、了解を得て録音している。 
 場所は、公共施設の会議室、保育終了後の学童保育所内、などで行った。いずれもイン
タヴュー協力者のプライヴァシーは保護されるよう十分配慮した。 
 
４ インタヴュー結果の概要 
 以下、８名の協力者のインタヴュー内容を本稿での研究目的に焦点化して報告する。 
（１） Ａさん 40歳代前半 
 妻（パート労働）と共働きでやってきたので、はじめから学童保育所に子どもを入れる
つもりでいた。自分は当時それについて深く考えていなかったが、「預けてみたら、今では
よかった」と思っている。親ではできないような幅の広い遊びをさせてくれて、上の学年
の子どもとの関係もできてとてもいい。子どもがふだんお世話になっているし、「自分の子
が学童で何をやっているのか、親としての興味があり、行事には時間がある時には極力参
加したい」と思っている。 
現在の職場には 20年以上努めた前の職場をやめて移った。前のところは、毎日帰りが遅
く、家族と夕食をとるのは週末だけだった。毎日、帰ってくると子どもは寝ていた。子ど
もと会話できない・夕食を一緒に食べられない・遊べないということが「自分のなかで、
ものすごくストレスになっていた」。転職の一番の理由は転勤だった。年齢的にもそろそろ
転勤が現実のものとなる。そうなると単身赴任になる。将来的に考えた。自分は「家族と
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一緒にいたい」。今は転職して本当によかったと思っている。7 時には家に帰れるので家族
と一緒に夕飯を食べられる。妻も楽になったと思う。最近は毎日夕食の後、家族でカード
のゲームをしている。今は家族といられるから、まったくストレスはない。 
 結婚する前から子どもは好きだった。子どもが生まれた時「すごい感動があった」。「い
ろんな意味でこの子のために一生懸命しなくちゃと思った。」子どもが生まれて仕事に張り
あいができた。他の面でも気持ちにはりがもてた。「子どもの力っていうのはこんなに強い
のかと大きくなるにつれて日々感じる」。 
 自分の父親はいつも家にいなかった。会話もほとんど（記憶が）ない。「怒られたことも
１回もない。」「おやじにどっか連れて行ってもらったという記憶がない。」だからというの
でもないとは思うが、「昔から、自分の子どもには接する時間を多く持ちたいな、と強く思
っていた」。今、子どもといろいろやっていて、「自分は後悔しないな」というのはある。
疲れているときはできない時もあるし、「子どもにとって 100％の父かどうかはわからない
が、自分として『こうありたい』ということをしている」。近所の人によく「『いいねえ、
パパが一緒に行ってくれて』といわれる」が、「最終的には子どもに対する価値観が違うん
だろう」。自分は「子どもがどこかに泊まりに行くとさみしい」。「いつもいるのが当たり前
だから。」子どもへの気持ちは大きくなるにつれて強く感じるようになっている。悩んでい
るのは、「わがままに育たないように」ということ。欲しいというままに物を買い与えてし
まいがちなこと。妻にもよく言われる。いつも心に引っかかっている。 
 
（２）Ｂさん ４０歳代前半 
 今現在は、単身赴任中。土・日には妻と子の家に必ず帰ってくる。単身赴任はもうす
ぐ終わる（短期の約束）。妻はフルタイムで働いている。育児休業は妻がとった。同僚にと
ても負担がいくので気持ちがあっても難しい。家から通っていた頃は７時過ぎには帰宅で
きていた。「保育園の迎えは好きで、早く帰れると早めに迎えに行った。」うんちのおむつ
も平気でかえられる。子どもと遊ぶのは自分にとって楽しみになっている。「やっぱり子ど
もはかわいい。とても好き。」今の職場での仕事が終わったら、もっと自由のきく形態での
働き方に変えようと思っている。やはり、「家族と一緒にいられるところで働きたい」。 
 学童保育所は妻が保育内容のいいところを見つけてきた。「子どもが『楽しい、楽しい』
と毎日いうので、本当にいい所なんだなあと思う。」そういう学童だから（興味もわいてき
て）「親の会にも顔を出してみようと思って、出ているうちに役員にされてしまった」。他
の学童保育所との協議会などに出てみると、どこの保育所も運営は大変なのがよくわかっ
た。働いている親たちは忙しいし、結構どの家庭も経済的にも厳しい。保育所を盛り立て
ようと親の会を活性化したいが難しい。お父さんの会を盛り上げようとして、飲み会の企
画をするがなかなか集まらない（忙しくてそれどころではないという感じがある）。出てく
るお父さんは時間の余裕があるわけじゃなくて「子どものことや、保育所のことにかかわ
るようになって、何とかしなくちゃというのがあるんじゃないか」。 
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 結婚前は子どものことなんてほとんど考えたことはなかった。結婚してから、いろいろ
妻と話し合う中で考えるようになった。前は（一緒に暮らしていたときは）、夜中にふたり
でこどものことやら、何やらを何時間も話した。「育児しながらでも、働いている方がいい
のかなあ」ということを、見ていて思った。「育児ノイローゼとかあるかも、と感じた。」 
もともと、仕事で出世しようというのはなかった。家族が一番大事。「家族の幸せを大事
にしたい、という気持ちはずっとあったかも。」会社人間というものはもともといやだった。
組織に組み込まれる可能性のない仕事を選ぼうとした。父もそのことをよく勧めていた。
仕事のことでは父の助言をきいていたが、父との関係はよくなかった。家のことや子ども
のことはしない人だった。母親が子育てをしていた感じ。 
 
（３）Ｃさん ３０歳代後半 
 妻が保育関係の仕事をしているので、子どもが保育園に通っているときは、子どもの行
事にはほとんど自分がでていた。妻は仕事での行事と子どもの行事がよく重なっていたの
で、その時の親は自分しかいない状態になる。行事に何回も出ているうちに「そういう行
事にはでるもんだということがしみついてしまった」。 
子どもが生まれる前から、「（子どもが生まれたらどういう生活になるか）想像がつくか
ら、そういうのには参加したいし、子どもを見ていたいし、子どもが見るものは一緒に見
たいと思っていた。子どもが体験するものも、一緒に体験したい。子どもと同じものをシ
ェアしたい。一緒に笑いたいと。」生まれてきて、そういうことをやっていると、「だんだ
ん（そういう思いが）強く根付いていった」。今では、「これが自分のやりかただと思って
いる」。「そうでないと、やれない。」人に言われてなかなかできない。「これを楽しいと思
えるか、思えないかだろう。思えないとできない。」「子どもも（一緒に）いて、みんなで
いろいろやれて、家族だと思う。」子どもをもってからも、子どもへの気持ちはほとんど変
わらない。 
 子どものために休みを取るのは大変だが、それでも取ってきた。休暇を子どものことで
取るとわかると、子煩悩だと言われる。「子煩悩だといわれるのは、日本では男としての評
価は低いんだろうと思う。」そういうリアクションがはっきりあるわけじゃないけど、皮肉
めいた口調になるし、「自分の中にもそういうの（子煩悩な男は認められないだろう）がた
ぶんある」。「そういうのは会社からなくすようにして行こうとは思うけど、だから自分も
取っているけど（難しいだろう）。」仕事はきつくて、帰りも遅い。周囲を見てると「会社
に入るとそれがたった一つの世界で、外のことはわからない、知らないで終わる人が多い」。
日本だと、雇われている側が弱いということもあるし。会社人間になっていくのも仕方な
いと思う。 
小さい頃はかぎっ子だった。土曜や日曜も両親が働いていることが多く、弟とふたりで
よく遊んだり、おやつを食べたりしていた。「その頃はそれで楽しかったけど、本当は親と
一緒にいたかったと思う。今の自分に『ああは、なりたくない』というのが心の底にある
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かもしれない。」「みんなでいるのがいいスタイルだと、思っているかも。反面教師で。」子
どものことは、「ずっとかかわっていると、何ができるのか、何を考えてるか、わかってし
まうけど、だんだん大きくなって保育園や学校で覚えてきた自分の知らないことがでてき
て、楽しい。知らない所で成長してきたのがわかるとうれしい」。ただ、稽古事の練習や宿
題を自分からやろうとしないのが困る。どうしたら、自分でやろうという気持ちになって
くれるか、妻と考えてしまう。 
  
（４）Ｄさん ４０歳代後半 
 妻が夜勤のある仕事をしているので、子どもの世話は赤ちゃんのときからした。しかし、
子どもが生まれるまでは特に関心もなかった。生まれてからも「そこにいるけど、実感が
ない」状態だった。やがて、動きだして、言葉をいうようになって、「反応が出てきて、子
どもが『いる』なあ、って感じになった」。そのうちに「物事考えてるときに、それ（子ど
も）抜きでは考えられない」状況になっていた。 
 小さいとき、熱があって何も食べないときに「脱水症状になるから困って医者にきいた
ら、野菜スープを飲ませるといいといわれて、作ったことがある」。野菜をコンソメで煮て、
味は特につけなくて、さましてあげたらすごく良く飲んだ。「今でも鮮明に覚えているくら
い、よく飲んでくれた。」その時「なあんだ、そんなにいろいろ（味を）付けなくても足し
ていけばいいんだな、と思った」。離乳食も瓶詰めを買って自分で食べてみたが、「なあん
だ、これなら作れるな、と思って作って食べさせた」。子どもの好みの味が出せる方がいい。 
 子育ての根底にあるのは、食べることだと思っている。自分も子どもの頃から料理して
きた。「『待った』がないこと」だから。作って食べさせなくちゃならない。保育園は給食
が手作りで、畑ももっていて、そこで作った野菜がでていた。「学童保育所のおやつも手作
りで安心できるし、腹持ちのいいものをちゃんと作って食べさせてくれる。保育園も学童
もいいところに入れたと思う」。 
 妻が医療現場で若い子どもたちの性の問題にふれることがあって、子どもの教育のため
には「『性的な話』は隠さない」と妻と決めた。「ここの嘘は、その後、他にもいっぱい嘘
つかなくちゃならなくなるから。」学校の授業でやるとわかると「学校を先取りして教えた。
生理のこと、子どもができること。男の気持ちとか。」大きくなった子でも（高校生・女の
子）、父親の下着とは一緒に洗わないとか、後から風呂に入るのはいやだ、なんていうこと
はない。何でもよく話し合う親子でずっときている。 
 「自分もそうだけど、好きなことをやれる環境が一番いい。」「そういう環境は妻にも作
ってあげたい。やりたくて、がんばって勉強してなったもの（＝現在の仕事）だから、や
っていってもらいたい。」「だんな１人で働いて、奥さん１人で子育てじゃ、残業してこな
くちゃならないだろう。うちは２人で働いてるから（それぞれ、好きなこともできる）。妻
が専業主婦だったら、言っちゃうかも、『子育てはそっちって言っただろ』とか。」自分は
会社に勤めているが、「会社に雇われている個人経営者だと思っている」。自分の仕事を買
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ってもらっていると。「肩書きのもつ力と個人の力は分ける」（異なるものと思っている）。
１人で何か違う事をしようとすると叩かれる。でも、開き直っているわけじゃないけど、
自分の尺度でやりたい。「自分が納得できるかどうか、自分がいいと思えるかどうか。」「25
歳まで、『なりたかったもの』に挑戦した。やるだけやって納得がいってやめた。今は、仕
事の他に週末にそれ（音楽）を趣味でやってる。」 
 
（５）Ｅさん ３０歳代後半 
 現在は親の仕事を手伝っている。以前は会社を経営していた。20 代の中ごろまでは、サ
ラリーマンだった。年功序列の中で、いくら仕事ができても収入に反映されない組織に疑
問を感じ、退職。自分で会社を創った。それからは仕事量に見合う収入が手にできて、や
ればやるほど充実感があった。仕事に追われて家のことどころではない生活だった。 
小さい時は、親にいわれたように歩む、親の顔色をうかがう「いい子」だった。ところ
が会社に入ってから矛盾を感じ始めた。大きな問題は年功序列。上司の言葉に「自分の都
合でしか言ってない。いってることがおかしい」というところが見えた。会社では反論す
ると叩かれた。「正しいことは正しいというタイプ。」これは親に教えてもらってきたこと
でもあった。「企業体に入ったら、全部裏返し」。「『白を白でなく、黒といえ。』という世界。」 
 何かをするとき、世間体はどうでもいい。「自分でいいと思えば、それでいい。人（他人）
のものさしは自分のものさしとちがう。」だから、自分でちゃんと答えの出せる子になって
ほしいし、本当に困ったときは助けてあげたい。それができる親になりたい。 
 子どもが生まれたとき、笑顔をみていたら「ちょっと、俺の生き方ちがうんじゃないか
な、と思い始めた」。「（仕事に追われる生活は）もう、いいんじゃないか」と思った。働い
ていれば食べることはなんとかできる。贅沢をしたいならそれじゃだめだが、「この笑顔が
あれば食べていければいい」と思い、会社の規模を縮小してしまった。あの笑顔は他に代
わるものがない。「いつも子どもに教えてもらってる、と思う。」「この年になると恥ずかし
くてきけないことも、プライドがあってきけないことも、今はきける。これも子どもの影
響だと思う。今、専門学校に行って、勉強したかったことを学んでいる。」「自分で『俺は
親だから！』と言える人、いる？」「そんなこと言える人の感覚がわからない。」 
 でも、欲があったり、立場があったり、を気にしてたら、子どもといるのは難しいだろ
う。「仕事を追いかけたら、お金にとらわれる。お金を追いかけたら、時間がなくなる。家
族も子どもも（誰かに）まかせっきり。『おれが食わしてやってるんじゃないか!』という親
父がいるけど、あれはしょうがない。その人は（仕事に）一生懸命だから。奥さんには苦
痛だろうけど。」「ぼくら（本人と妻）はそうはなりたくなかった。」日本の会社は、子ども
のことも、仕事もやらせてくれることはない。会社が求める人材になれば休暇もとれるだ
ろうが、そういう人は仕事ばかりでやってきた人だから、つまり休みはとらない人。この
国では休みもとれて、会社にも優遇されることはない。「休みを取る人は、何か捨ててる人。」 
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（６）Ｆさん ５０歳代前半 
 妻は保育関係の仕事をしている。フルタイムで、指導的立場になっているので忙しい。
20 年くらい前、学童保育所がなくて自分たちは困った。そこで作ることになった。近所の
親たちと「作りたい。じゃあ、調べよう。」ということで始まった。当時は行政の人たちの
中にも、子どもは母親が育てる方がいいと思っている人も多かった。陳情やらで年休をと
って、ずいぶん行政に出かけたり苦労した。自分たちは「子どもは集団保育がいい」と思
っていた。妻がよく子どものことを勉強していて、その影響が大きい。 
 作ろうとしたころからそうだったが、父親がメンバーに少なかった。何とか出てきても
らおうとして、個人的に声をかけたりした。やってみると、結構面白いことがわかったみ
たい。でも、お父さんをいかに引き出すかという問題はずっとある。「学童は決まったもの
が無いから、みんなでやれるものをやろうということになる。意見もいえる。世間体やし
がらみが無くて、何言ったっていい。」だから、学童にはお父さんを引っ張り出せる可能性
があった。「自分も決定権の無いところでやるのはイヤだ。」皆少しずつ出てきた。 
 いつも食事は（子どもと）一緒。食事中には話をしている。テレビは食堂にはない。子
どもは虫歯がない。甘いものは絶対にやらないで育てた。「甘いものを食べさせない」は保
育園の考え方だった。音も生の音をできるだけ聞かせ、テレビはあまり見せなかった。「集
団保育で、甘いものを食べさせず、生活習慣を整え、身体をきっちり育てて、算数や英語
を教えなくても、子は育つとわかった。」結婚する前は子どもへの関心はなかった。けれど、
妻が学んでくることにずいぶん教えられている。妻が夜、遠くに勉強しに行くことも結構
あった。子ども（3人）の面倒はずいぶん見てきた。妻のそういうところは支援したい。妻
の職場はおもしろい。 
 昔は会社に勤めていたが、今は自営業をしている。グループとか、チームプレーは得意
ではない。会社はそういうのが多い。「ずっぽりつかっているうちは楽。何も考えずに言わ
れたことだけやってるならいい。でも、ちょっと考え始めちゃうといられない（ところ）。
自分には合わない。」そこで、辞めて会社を始めた。 
 
（７）Ｇさん ４０歳代前半 
仕事は大変なので、普段の生活では帰ると子どもは寝ている時間になる。朝 30分一緒に
いる間も「早く」ばかり言ってるから、「『お父さんはこわい』って子どもにいわれる」。学
校での様子は母親には話しているので、妻から聞く。休みには一緒に過ごす。 
学童保育での役員を自分がしている。やらないかと進められて。忙しいが「子どもと話
せないから、まわりから情報がとれるかもと思った。うちの子はどうか、がきけると思っ
て出て行くことにした。」他の学童保育所との会議にもでて行って、いろいろと様子をきく
ことで、学童保育所というものがわかってきた。「上下関係は親が教えられるものじゃない。
昔のようにガキ大将もいないから、そういう人とのつながりは学童でなら学べる。社会に
出て必要なのは人とのつながり。」（ここでいう「上下関係」は年齢の高低差がある人との
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かかわり、という意味合いらしい。） 
保育園に通っていた頃は、行事や保護者の会にはいつも自分が出ていた。妻が保育関係
の仕事をしていて、行事は結構重なるので、自分が出ないわけにいかなかった。父親はた
いがい 1 人だった。でも、違和感はなかった。「うちの場合、特殊だから。」中学のとき、
弟が生まれて忙しい親（自営業）の変わりに何でも世話をした。昔の「父兄参観」も、字
のごとく兄である自分が親のかわりに出た。おむつがえ、おんぶ、食事（離乳食）もやっ
た。今ではいい経験だったと思っている。自分の子どものときに役立った。 
子どものことでの保護者会とか父母会とかは、「女性上位の場」というイメージがある。
「学校だって、私が行って、先生が『今日はお母さん方・・・あっ、お父さんもいらっし
ゃいましたね。』と言葉につまっていたし。」自分は平気だけど、ふつうの父親は無理だろ
うな、と思う。職場でも無理。「男女平等といわれても、仕事の拘束時間や、内容が同等じ
ゃないと、父親も出て行けない。」自分は子どもが生まれてから、偶然、仕事の部署が変わ
った。時間は自分の都合で設定できるので、楽。だから、休みは予め予定していればとれ
る。休日が固定されている人たちは（家族とすごす時間がとれなくて）苦労していると思
う。「休みの日に働いているデパートとか行くと、家族は休みだろうに、大変だなあ、と思
う。」子どものことを話すときも、具体的に語れなくてもしょうがないんじゃないか。 
 学童保育所の行事には、地域のことや学校のこともからんでくるから、休みといっても
地域とか学校にでていることが多い。でもそれは、負担にはならない。これがなければ、
家でただ、ごろごろしてて休みが終わってるかもしれない。地域のこともわかるし、子ど
ものこともわかるし、役員は大変だけどやってよかったと思う。結構楽しめる。 
 
（８）Ｈさん ４０歳代後半 
 会社の役員なので、経営者としての苦労が大きい。仕事場で感じることが子どもの教育
に強く影響している。「努力ができる、というのは能力の１つ。これが自分の子どもにもう
少しあればなあ、と思う。」子どもが大きくなってきて、自分で接する時間をもっと作って
やりたいと思うようになってきた。妻と自分の教育方針が少しちがうのも理由。「私は一刻
もはやく自立できる人間になってもらいたい。できることは徹底的にやらせる。」本当は楽
観的なんだけど、今の時代は仕事が厳しい状況だから（それを感じて危機感を覚えている）。 
 何とか、子どもの時代にはよくしてあげなければと思うが、会社がこんなで、政治がこ
んなだから、自分でしっかりやっていくしかない。「親ができることは限られているし、一
生懸命働けば必ずいいことがあるかといえば、そうでもない。」大切なのは知識だと思う。
勉強だけではない。「『見たもの、聞いたもの、やったことは経験として吸収しなさいよ』
という。いろんな経験をつんだ人と何もやってない人では大人になってから差が出る。」数
年前に引っ越した。そのあたりから、自分が変わった。今までは自分の中に甘えがあった
と思う。「父親としても（男としても）『もっとしっかりしなきゃ』と思っている。」 
 日ごろの帰りは遅いので、夜子どもと直接、接することはほとんどない。4 年生のころ、
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算数の教科書やプリントを見て、ノートに問題をだしてあげていた。ある時、帰ってきて
プリントを見たら、間違えていた。「パパが問題出してやろうか」といったら、とてもよろ
こんだので始めた。夜帰ってきて、子どもが解いた問題を添削してやり、ちょっと言葉を
書く。「よくがんばりましたね。」「今日はどうでしたか？」交換日記のように、何か書くと
子どもからも何か書いてきた。小さいうちは「楽しかった！」が大事だと思う。それでや
る気がおこる。「できたー！」と喜ぶ顔を見られたときはとてもうれしい。 
 子どもには何とか上の学校まで行かせてやりたい。自分が大学に行っていい仲間と出会
えてそこでつかんできたものがたくさんあるから。「狭い道じゃなくて、大きくて広い道を
用意してあげれば、そこから自分のやりたいことをみつけて、道が細くなっても大丈夫。」 
 学童保育所は、そこに通うことで子どものことを見守ってくれる親も増えるし、自分も
他の子どもを知ることができてとてもいい。保育の内容でもいいところに入れたと思う。
他の家のいろいろな育て方も知ることができる。親も人それぞれ、教育観がちがう。大切
なところだから、できる限りかかわろうと思う。 
 
５ 考察 
（１）父親の変化・成長の構成―分析の視点― 
一般的には職業的達成に高い評価を置く現在の男性社会は、育児にはまだ低い評価しか
認めない。こうした社会の価値観を内面化してきた男性が育児する際には、社会が男性で
ある自分に期待する価値と、今取り組まなければならない評価の低い育児との間にあって
心中に葛藤が生ずる。その葛藤を乗りこえて新たな価値観を創造する（＝成長という内面
的変化によって独自に価値観を創造する）か、既存の価値観が許容する範囲内で「補助的」
に子どもにかかわる（＝内面的に大きな変化は生じない）か、は個々の父親によって異な
る。そして生じる変化はさらに多様になる。しかしその多様な変化に共通性を見出すこと
の意味は大きい。 
父親が子育てすることによって成長することは最近の研究からも明らかにされ（牧野ほ
か：1990、柏木ほか：1994、石井ほか：1998）、子育てすることによって父親に生じる変
化が父親自身に人間として豊かな人生をおくることを可能にすると考えられるようになっ
てきた。柏木らは「柔軟さ」「自己抑制」「運命･信仰・伝統の受容」「視野のひろがり」「生
き甲斐･存在感」「自己の強さ」を父親の変化の分析因子としてあげ、彼らの成長をみてい
る（柏木ほか：1994）。また、石井らは「柔軟性」「視野のひろがり」「生き甲斐観」に影響
を認めている（石井ほか：1998、771）。男性が育児することの有益性を指摘する中村は、
その内容を「世代のつながりを感じる」「人間発達の個体発生の体験」「コミュニケーショ
ン能力や感情・感性が磨かれる」「地域などの会社一辺倒でない人間関係の創造」「仕事と
は別の居場所の確保」などとしている（中村：2001、48）。  
従来の父親の育児姿勢が「男性性」という秩序の影響をうけ、母親の補助という領域か
らは逸脱できずにきたことを考えると、上記のような「柔軟性」や「視野のひろがり」は
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大きな変化であり成長と評価できるかもしれない。さらに、その領域をこえ「母親的」か
かわりを持つに至った場合には「人間として」生きることに直面し、人生の価値を深く考
える機会を得る可能性がより高くなる。そのような変化は性別による秩序から解放された
成長となり、脱性別秩序社会の構築に大きな力となる。したがって、今回の対象者のよう
に育児にかなり深くかかわっている父親を分析するには、従来型の成長把握視点に新しい
視点を加える必要がある。そこで、上記の先行研究の視点を参考にしつつ、筆者独自の判
断を加え、今回の調査の分析視点を以下のように設定する。 
学童保育所という子育て機関に集まる親たちは親同士の交流や他家の子どもたちとの交
流を経験する。さらに地域社会、学校との関係も結ばれる。多様な人間関係も発生する。
そこでまず「視野のひろがり」を設定する。次に、子どもとの相互行為は苦楽をともにす
る感情的交流をうみ、精神的絆を深めることから「家族への感情の深まり」を設ける。さ
らに、父親として子どものためにがんばり、家族を支えるという責任は従来父親の大きな
存在価値であったが、共働きという暮らしの中でその価値に変化がおこっていることが予
想される。そこで「価値観」を設定する。最後に、今回子どもとのかかわりの頻度では母
親とそれほど差のないケースもみられたことから「『主たる保育者』的関心・あり方」とい
う視点も加える。 
 
（２）成長としてとらえられる変化（以下、括弧内は敬称略） 
１）視野のひろがり 
 この点は全ての父親にみられた。特に学童保育所という柔軟で創造的な機関が、保育内
容にかかわる種々の運営を討議する過程を提供しているという背景もあるが、子どもを取
り巻く自然・社会環境への感心を誘い、親どうしや地域の良好な人間関係を創り出してい
る。彼らは、現在の企業の考え方が男性に子育てすることを認めていない問題を指摘した
上で、そのような状況にあっても、子どもたちにとって重要な縦割りの人間関係や身体を
使った遊びが経験できる学童保育所を支え、そこをかこむ父親たちのネットワークを作る
ことが大切であると感じている。さらに、父親が子どものことにかかわれない他の要因と
して、子育てにおける「母性愛神話の罪」（大日向：1999）も感じている（A、G）。 
２）家族への感情の深まり 
特に子どもに対しては変化が大きい。かかわればかかわるほど、愛情は深まりかけがえ
のない存在になっている。子どもの将来像を視野にいれつつ現在のかかわり方を考えるな
ど、教育的側面の変化もみられる（A、C、D、E、F、H）。妻に対しても一個の独立した個
人として認める関係が作られていて彼女たちの生き方を尊重する意識がみてとれる（B、C、
D、F）。特にフルタイムの仕事を続けている妻たちは、彼らにとって子育ての苦楽や教育問
題を共有する大切なパートナーとなっている。 
子どもとのかかわりの中で大きな幸福感を得ていたのは、特に現在「かわいい」年齢の
子どもをもつ父親には顕著であった（A、B、C、D、E）。特にＥさんはそれまでの人生観
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（仕事第 1）を大きく転換するほど子どもから強く影響をうけていた。子どもの笑顔に勝る
ものはないという。彼らは子どもとの間に様々な感情を還流させている。一般的には親は
子どもをいかに育て上げるか、いかなる影響を与えているかという視点から子どもとの関
係をとらえがちであるが、親も子どもによって影響され変化している（柏木：1995）。彼ら
の心は子どもの感情や感性に影響を受け、生活や意識の中心に子どもを置くようになって
いる。そこにあるのは喜びばかりではなく、時には深い悩みもある（A、C、H）。 
３）価値観 
「父親としてこの子のためにしっかりしなくては」という思いは多かれ少なかれ父親に
はあるであろう。しかし、今回の調査ではそういった思いや言葉は強くは認められず、特
に感じられたのは A さん、H さんのみであった。柏木は、父親に多く見られる変化として
「責任感」があるが、人格的成長（自分の成長）は少ないことを指摘している（柏木：1993、
338）。「責任感」がその他の父親に明確に確認できなかったことは、彼らの意識が従来型の
「父親として家族を支える」というものから、主たる保育者としてのより子どもに接近し
た意識に移行しているからかもしれない。また、共働きである彼らにとって経済的責任の
重さは、専業主婦や短時間勤務の妻をもつ父親に比べれば軽減されている。そこからの解
放は別の視点での自分のあり方を意識するチャンスや、それをいかしたライフスタイル選
択をもたらすこともある。たとえば、職業的達成が第一の価値であるいわゆる「男性社会」
から脱社会化し、家族との時間の確保のために職場環境を変えた、あるいは変えようとし
ている父親が今回みられた（A、B、D、E）。また、肩書きや権威の実質的価値のなさを指
摘したり（D）、会社という組織の協調性の強要や思考停止状態を問題視する様子（Ｆ）な
どがみられた。職業的な成功が男性としての第１の存在意義であり、父親は子育てをしな
くてもいいという親世代の価値観とは異なる選択をした彼らには、子どもとのかかわりに
よる強い影響以外にも、成育暦における男性社会の価値に対する反発・決別という背景も
ある。しかし、もともとそうした考え方をもって子育てをはじめたとしても（A、B、C、D、
E、F、それぞれに意思の強弱はあるが）、日々の多くの子どもとの感情の交流がなければ、
そうした価値観は維持できない。なぜならば、彼らの選択した価値観はまだ会社や地域社
会では共有されていない「弱小」価値になり、冒頭でも述べたように実行には種々の困難
が伴っている。新たな価値観を創造しても、その維持にはエネルギーがいる。そのエネル
ギーを充填するのは、やはり子育てであった。 
４）「主たる保育者」的関心・あり方 
子育てを母親任せにしている父親は子どもの様子を詳細まで知らない場合がある。日々
の営みや成長を細かく見ている親には、かわいいと思える面ばかりでなく、いうことをき
かない・かわいらしくない面に接することも多い。しつけや将来を見越した教育的配慮の
要求される場面も多々あり、その瞬間ごとに悩み、苦しむ。一般的に母親が子育てに多く
の悩みをかかえているという所以である。したがって、日々子どもの面倒を良く見ている
父親には、子どもという思い通りにならない存在と格闘する場面が生じ、彼らはさまざま
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なことに悩む。今回の調査対象者にもそうした様子が見られた。わがままにそだててしま
うことへの不安をいだきつつ、子どもに物を買い与える際に悩んでいたり（A）、自分から
意欲を持って勉強したり、稽古事の練習をするようになるにはどうしたらいいか（Ｃ）、あ
と一歩努力する気力を育てるにはどうしたらいいのか（Ｈ）と思い悩むなど、これらは父
親が「母親的」悩みをいだき日々そのことが念頭にあって苦しむ姿である。さらに、女児
に対してであっても性の話題をしっかり子どもと共有している（D）、甘い物をはじめとし
て本物を与える育て方を一貫して実践してきた（F）等もみられた。これらは、子育てに日々
深くかかわる父親が「主たる」養育者としてあることにより、「人間を育てる」という営み
の中にある問題に気付き、解決しようと努力する姿をあらわしている。 
 
６ 終わりに 
 今回の調査では、子育てする父親たちに以上のような新たな内面的成長ともいえる変化
が認められた。これらの成長を男性自身にとって「有益なもの」とする主張は、男性学の
領域で、男性性からの解放という把握によってなされている。育児は自分にとって有益で
はないという意識が男性自身にもあるので、彼ら自身にもプラスになるということを伝え
る、さらに育児が男性にとって利己的側面があることを社会的に広める、という文脈であ
る（中村：2001、中谷：1999）。今回の調査対象となった父親たちの内面に起こっていた変
化は、自分の人生を再考し、より豊かな生き方を求めることや、子どもや妻との間に深い
愛情を育てるというものであり、確かに彼らにとって喜びをもたらす成長であった。した
がってそれらを有益性と判断することはできる。また、今回の調査において子育てする父
親である自分を否定するケースはなかった。彼らは自分たちのような父親は少数派である
ことを認め、社会的評価が高くないことを知っている。強い意志があり、主義主張に支え
られているわけでもない。それでも彼らが「育児する父親」をやめないのは、もちろん生
活していくためという理由もあるが、それ以上に「これで間違っていない」という確信が
あるからと考えられる。彼らには子どもと深くかかわることで、子育ての充実感と自分の
人生を豊かに生きる満足感がもたらされている。その意味で、主体的ライフスタイル選択
と充実感の享受という有益性もある。「父親の人間化」と「自己の人生における主体化」で
ある。 
しかし、本稿ではこれらの変化を「男性」にとって「有益」と判断したが、一般的には
まだ広く受け入れられてはいない。人としての豊かな人生を送ることが「男性」にとって
価値あることと認める社会であれば、「有益」という判断は一般的に共有されるであろう。
ところが現在の社会は第 5 章の冒頭でも述べたように、職業的成功に価値をおく「男性社
会」である。育児することによって父親である「男性」が「人間的成長」をなしとげ、そ
のことには彼ら自身にとっての「有益性」があると説いても、説得力はもたない。あるい
は非常に弱い。今回の調査対象者たちを見てもわかるように、「育児する男性」は「男性社
会」という職場で多くの困難を体験する。一般的に企業社会の意識が変わらなければ、立
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場の弱い雇用労働者として働く父親が会社の方針に逆らってまで「育児する父親」になる
ことは困難である（前田ほか：2003ｂ）。しかし、今後は父親にとっての「有益性」を説得
力のある一般的認識に変えていかなければならない。 
「男性社会」の価値観から解放されて、育児を高く評価し、性別を問わず誰でも人とし
て豊かに生きることのできる社会を創造することが必要である。そのためにも、本調査対
象者のような父親たちはこれから望まれる姿としてその存在は重要になってくる。彼らの
ような父親が周囲に影響を与え、脱「男性社会」の実現を可能にする。それと同時に、社
会政策として実効性のある推進施策が求められる。その意味で、筆者の先行研究より提示
した①の課題「有益性が社会的合意となる必要性」についての検討が、「社会的」の意味す
るところを厳密に問うことを含めて今後必要となる。 
  
･注 
１）内閣府平成 15年版『男女共同参画白書』によれば、出産した女性労働者の 56.4％、男
性の 0.42％が育児休業を取得している。 
２）厚生労働省「第１回 21世紀出生児縦断調査」（平成 13年度）によると、育児休業につ
いて「制度はあるが取得しない」父親のうち、その理由のトップは「職場の雰囲気や仕事
の状況」で 37.0％となっている。企業の体力も低下しており、休業中の代替要員の確保も
なされない場合が多い。休業中に商品や社内システムが変化・進化すると復帰時に困難が
ともなうことも指摘されている（朝日新聞：2003,11,7、「男の育休 こう見直せば」）。さら
に総務省の「労働力調査」でみると、男性 30 歳代の平均週間就業時間、週 60 時間以上就
業が逆 U 字カーブの山にあたっている。育児期の年齢にある男性の労働時間が最も長くな
っていることがわかる。 
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Abstract 
A study of paternal child-rearing and the social environment 
- A reflection of profitability of paternal child-rearing based on case 
research – 
MAEDA Yumiko 
     In this research, I ask the fathers who are actually engaging in child-rearing well 
about happy feeling, difficulty, uneasiness, and so on.  As the result of it, I have found 
some important changes in fathers.   
Child-rearing has made the big influence accompanied by change of a sense of 
values.  They have become to recognize the problems in social child care programs, 
fathers’ problems in companies.  Some of them do child-rearing as a main career not as 
a supporter.  I have found the profitability in paternal child-rearing and we should 
make sure the profitability .  
If the public policy and companies get to know it, many fathers will be able to 
care their children.  It will make father in Japan ‘a human being’. 
 
                                                  
 
 
 
